
 
 

開講専攻 授 業 科 目 担 当 教 員 
必修 
選択 
の別 

単位数

看護学 

４セメスター 火・２ 
臨床薬理学 小林 光樹 ほか 必修 １ 

授業題目 薬と病気との関係を理解する 

授業科目の目的・概要及び到達目標等 
 

 薬の用法・用量、代謝・吸収・分布・排泄、副作用、薬物相互作用などの講義を通して、基本的な薬

の知識の習得をはかる。 

 

 到達目標 

 １．治療薬がどのような作用機序で薬効が現れるのか理解する。 

 ２．薬の基本的な知識を習得し、薬物療法の理解と協力支援ができる能力を身につける。 

 
 
授業計画 
 

回数 講義内容 講師 

1 情報伝達 丹羽 俊文 

2 末梢神経作用薬 丹羽 俊文 

3 オータコイド 大高 徹也 

4 心臓作用薬 三浦 昌人 

5 血管作用薬 三浦 昌人 

6 呼吸系作用薬 進藤 千代彦 

7 消化器系作用薬 小林 光樹 

8 化学療法剤 小林 光樹 

9 抗炎症・アレルギー薬 大高 徹也 

10 中枢神経作用薬 齋藤 秀光 

11 薬理学総論Ⅰ （クスリについて） 我妻 恭行 

12 薬理学総論Ⅱ （薬理作用） 我妻 恭行 

13 薬理学総論Ⅲ （薬物体内動態） 我妻 恭行 

14 薬効・副作用に影響を与える因子 我妻 恭行 

15 薬物相互作用 我妻 恭行 

    

成績評価の方法及び基準 
 

 期末試験により評価する 

 
教科書・参考書 
 

 「薬理学 疾病の成り立ちと回復の促進」著者： 中嶋敏勝（出版社：医歯薬出版） 

 


